




























































































































































































②No. 72　 「弱法師」観世元義　オリエント 
1145A
　　　　　「草子洗小町」同　オリエント 1145B
観世元義は片山春子と結婚していたが大正4年に
離別して観世元義を名乗る。大正9年没。
（会場からの声）
・囃子に関係なくたっぷりと謡っている。（「今は
囃子に支配されてしまっている」という声も聞
かれた。）
③No. 71　 「杜若・上」梅若六郎（二世実か？）　
コロンビア NE33742
　　　　　「杜若・下」同　コロンビア NE33743
　　　　　一時間くらいの「杜若」の一部。
（会場からの声）
・軽めで今と上げ方とか、引き方とか少し違って
いるが、演奏として聴いていて楽しい。
④No. 64　 「杜若」梅若万三郎（二世か？）　ニッ
ポンノホン 1500
　　　　　「弱法師」同　ニッポノホン 1501
（会場からの声）
・「杜若」は声の調子が高い。
⑤No. 63　 「小袖曽我」片山九郎三郎・橋岡久太
郎　ニッポンノホン 1454
（会場からの声）
・今の演奏と比較して、上げ方や引き方が今と少
し違うけど違和感はない。
⑥No. 77　 一調「松虫・上」曽和修吉（井上嘉一
郎）　オリエント 2689A
　　　　　「松虫・下」同　オリエント 2689B
（会場からの声）
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・謡主導で小鼓がそれに合わせている感じ。現在
ならばこういう謡い方も打ち方もしないと思わ
れる。
・井上嘉一郎は後に「嘉助」と改名するが、嘉一
郎時代に京観世の謡い方を東京の観世元滋（左
近）の謡い方に改めたと言われている。
⑦No. 76　 「羽衣・上」謡：井上嘉一郎　笛：杉
市太郎　小鼓：竹村竜之助　大鼓：谷
口喜三郎　太鼓：前川光隆　オリエン
ト 2113A
　　　　　「羽衣・下」同　オリエント 2113B
（会場からの声）
・危うい演奏。謡主導。全体としてどこかで合え
ば良いという発想。今ならば囃子に外れたら恥
という意識があるし、聴く側でも外れたことを
間違いと考えるが、この時代には謡を大事にし
て大小がそれに合わせていく。トータルの演奏
としてはかえって良い感じかも知れない。
⑧No. 70　 「靭猿　1」茂山千五郎（大名）・茂山
眞一（猿引）　頒布会 1868
　　　　　「靭猿　2」同　領布会 8682
（会場からの声）
・「靭猿　1」は「月と狂言師」の茂山千五郎（二
世千作）の声だろうか？「靭猿　2」の小猿役
が政治（？）とあるのは茂山千之丞（幼名：政
次）のことか？
・昔は能の催しに休憩時間がなかったため、狂言
になると手洗いに立ったり食事に行く人が多
かった。平成10年頃の旧金剛能楽堂でも狂言
になるとトイレの側の声が騒がしいというク
レームがあった。今は狂言をきちんと観る良い
時代になった。このレコードは今の茂山家に通
じる軽みがあって楽しい「靱猿」だったことが
偲ばれる。
⑨No. 79　「葵上」生一左兵衛　ニットー 2946A
　　　　　「砧」同　ニットー 2946B
（会場からの声）
・「生一派宗家」とレコードのラベルに書かれて
いるが、現在と異なり、流儀内で玄人弟子を持
ち、劇団を持つ人を一般的に「宗家」と認識し
ていた可能性がある。
⑩No. 82　 「三輪」謡：大西閑雪　笛：森田　大鼓：
谷　小鼓：荒木　太鼓：佐々木　ビク
ター 11126　片面
片面盤であることから明治30年代の録音ではな
いかと考えられる。
（会場からの声）
・シテ謡の「ちはやぶる」が五度に変化する。現
在の宝生流の謡には五度の変化があるが観世流
にはない。京観世の謡い方が残っている録音と
して貴重な録音と思われる。
４．まとめ
　能楽は明治から戦後の昭和30年代前半までに、
大鼓や小鼓が謡に合わせるという形式から徐々に
囃子に合わせて謡が謡う形に変化していく傾向が
あったように思われる。その過程を検証するため
に、SPレコード音源をデジタル化して研究会の
形で多くの方々に聴いて頂き、その傾向を実証で
きた。ただしこのような変化は一度に起こったも
のではなく、個人差・地域差・流儀の差も大きい
と考えられる。
　放送・蓄音機レコードによる芸の質の変化は歌
舞伎・長唄・清元など他の邦楽でも起こっている
と考えられる。今後も蓄音機レコード・放送音源
の収集・整理・デジタル化を継続し、音源という
「一次資料」から近代の古典芸能の変化について
考察して行きたい。
補記
　貴重なレコードを御提供下さいました辻山幸一
先生、会の開催に当たってお世話になりました大
山範子先生並びに神戸女子大学古典芸能センター
の皆様に感謝致します。本稿は平成26年度放送
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文化基金助成及び椙山女学園大学人間学研究セン
タープロジェクト「日本・アジア文化と人間」の
飯塚担当分成果の一部となります。記して感謝申
し上げます。
いいづか・えりと /文化情報学部教授
E-mail：erito@sugiyama-u.ac.jp
